
首都大学東京・システムデザイン研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２２６０４

基盤研究(B)（一般）

2018～2015

動向情報エコシステム実現のための情報アクセス・活用支援

Support of Information Access and Utilization for Trend Information Ecosystem

２０３１３３６４研究者番号：

高間　康史（Takama, Yasufumi）

研究期間：

１５Ｈ０２７８０

年 月 日現在  元   ５ ３０

円    12,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究では多種多様な動向情報へのアクセス・活用を支援する基盤技術について研究
し，情報の活用が既存情報へ付加価値を与えるとともに，新しい情報の創出につながる動向情報エコシステムの
実現を目的とする．(1)動向情報のアクセス・活用を支援する技術，(2)ベストプラクティス共有の枠組み，(3)
開発したシステムによる実証実験に取り組み，(1)時系列データを対象とした検索エンジンの機能拡張，テキス
トストリームデータを対象としたモニタリング支援システムの開発，(2)クエリ推薦や知見共有の枠組みの研究
などを行った．(3)に関して，クエリ推薦によるベストプラクティス共有等に関して有効性が認められる結果が
得られた．

研究成果の概要（英文）：This research project aims to study an ecosystem for trend information that 
leads to new information creation through the sharing of the best practice of information access and
 utilization. Sub-goals of the project include: (1) technologies for supporting access and 
utilization of trend information, (2) framework for sharing the best practice, and (3) user 
experiments using the developed systems. As the main contributions of the project, (1) we developed 
an advanced version of the search engine designed for retrieving time series data, and monitoring 
support systems for text stream data. As for (2), we developed the framework for best-practice 
sharing, such as query recommendation function and the sharing of findings from trend information. 
Through the user experiments using the developed system, the effectiveness of sharing the best 
practice of information access/utilization is confirmed.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ICTの急速な進化によりもたらされる，多種多様かつ膨大なデータの生成・流通・蓄積を促進し，資源として活
用する事で新たな価値の創造や社会的課題の解決につなげる取り組みが活発化している．本研究は個々のユーザ
による動向情報へのアクセスおよび活用を支援する技術・システムに関するものであり，現状進められているデ
ータ流通・公開のインフラ整備と組み合わせることで，データの利活用がデータの流通・公開を促進し，さらな
る価値の創造を持続的に生み出す動向情報エコシステムの実現に将来的に貢献することが期待できる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ICT の急速な進化によりもたらされる，多種多様かつ膨大なデータの生成・流通・蓄積を促
進し，資源として活用する事で新たな価値の創造や社会的課題の解決につなげる取り組みが活
発化している．本研究では，データの利活用がデータの流通・公開を促進し，さらなる価値の
創造を持続的に生み出す構図を情報エコシステムとして捉える．現在では，オープンデータや
データ・マーケットプレイスなどの枠組みや，Twitter やオンラインニュースなどの多様なサ
ービスにより，データの流通・公開のインフラは整備されているが， 十分活用されているとは
言いがたい現状にある．今後情報エコシステムとして機能させていくためには，個々のユーザ
における情報アクセス・活用を促進する必要があると考える．そのためには，データの大規模
化だけでなく，多様性やストリーム性といったデータの質の変化を考慮した新たなアクセス・
活用支援手段の確立が必要と考える． 
 データの多様性に関しては，異なるデータリソースを組み合わせる事で新たな価値を生み出
す事が期待されているが， 分散して存在するリソースの中から新たな価値を生み出す組合せを
発見する事は現状困難である．また，オンラインニュースなどストリーム性のあるテキストデ
ータへのアクセス支援として，オンラインニュースのキュレーションサービスが現在人気を集
めているが，欲しい情報が必要な時に存在するとは限らないためデータを確認するべきタイミ
ングを見極める事が重要という，ストリームデータの特性は十分考慮されていない． 
 
２．研究の目的 
 本研究では流行や時系列データの時間的変動といった，多種多様な動向情報へのアクセス・
活用を支援する基盤技術について研究し，情報の活用が既存情報へ付加価値を与えるとともに，
新しい情報の創出につながる動向情報エコシステムの実現を目的とする．挑戦的萌芽研究で開
発した動向情報検索システム（コンテクスト検索エンジン）などを活用して，情報活用のベス
トプラクティスを共有可能な知識情報基盤を確立する． 
 
３．研究の方法 
 情報エコシステムを実現するためには，情報アクセスや活用を個人的かつ単発的な行為に留
めるのではなく，ベストプラクティスを蓄積，共有する事で，既存情報に付加価値を与えると
共に， 新たなデータの創出・公開を促進する仕組みが必要と考える．例えば，リソースの有効
な組合せは，リソースの価値を高める付加価値と見なす事ができる．これをベストプラクティ
スとして共有できれば，既存リソースの活用促進につながる事が期待できる．本研究では，デ
ータの多様性，ストリーム性を動向情報という統一的な観点から捉える事で，多数の利用者に
よる多様な情報アクセス・活用行為間のベストプラクティス共有を実現する．以上より，研究
課題は以下の 3点に大別される． 
(1) 動向情報のアクセス・活用を支援する技術を確立する．前述のコンテクスト検索エンジン
の改良やデータベースの拡充を行う他， オンラインニュースや BBS（電子掲示板）， Twitter 等
のテキストストリームデータを対象としたモニタリング支援システムを開発する． 
(2) 情報活用を個人の単発的な行為にとどめるのではなく，アクセスや活用に関するベストプ
ラクティスを共有する事で，既存情報（リソース）に付加価値を与えると共に，新たな情報の
創出につなげる枠組みを実現する．  
(3) 上記(1)(2)で開発したシステムを実際に運用し，ベストプラクティスの共有，およびそれ
によるデータの活用・公開が促進される効果について検証する．  
 
４．研究成果 
 
(1) 動向情報のアクセス・活用支援技術 
 
 コンテクスト検索エンジン
は，時系列データを対象とした
検索エンジンであり，Web から
収集した各種時系列データに
対し，値がピークをとる時期や
急下降した時期など，特徴的変
動が観測された時期を検索す
ることなどが可能である．図 1
に，開発したコンテクスト検索
エンジンのスクリーンショッ
トを示す．本研究では，コンテ
クスト検索エンジンに対し以
下の拡張を行った． 
 
・検索可能な時系列データの拡張：
特に，Wikipedia 閲覧データが今後

図 1 コンテクスト検索エンジンのスクリーンショット 



の実験に有益な内容を含むことを発見し，データ収集，前処理などを行いデータベースに追加
を行った．これにより，136 万件以上の多様なアイテムを検索可能とした． 
・検索結果ランキング機能の導入：ランク学習を利用する点は一般的な Web 検索エンジンと同
様であるが，コンテクスト検索エンジンに特有のユーザ意図を分析し，意図ごとに学習を行う
方法を提案し，実装した．また，学習に利用する素性についても，周期性や変化の急峻さ，長
期的トレンド，各特徴的変動の発生頻度など，時系列データに特有のものを検討し，システム
に取り入れた． 
・検索結果画面の改良：一般的な Web 検索エンジンでは，クエリとして指定した単語周辺の本
文をスニペットとして検索結果画面に含めることで，実際にページを閲覧するかどうかを判断
する手掛かりを提供している．同様の役割を果たすものとして，小型の可視化である Sparkline
に着目し，これを検索結果画面に導入した． 
・論理演算機能の導入：各クエリに対する検索結果間で論理演算を適用する機能を導入した．
これにより，例えば 2016 年 1月，2017 年 1月，2018 年 1 月にそれぞれピークを持つアイテム
を検索し，それらの AND をとることで，1 月に周期的にピークを持つアイテムの発見が可能と
なる． 
 
モニタリング支援システムに関しては，オンラインニュースなどのテキストストリームデー

タを対象として研究を進めたが，機能的な面では確認タイミングに着目した支援技術が本研究
の特徴として挙げられる．テキストストリームデータはユーザにとって有益な情報を含んでお
り，定期的に閲覧するユーザは多数存在するが，随時到着する情報を常時確認することは不可
能である．一般には，休憩時間などにこれらストリームデータを確認するなど，メインタスク
の合間に確認作業が行われる．見方を変えれば，モニタリングを行うためにメインタスクが中
断されることになるため，作業割込みによる知的生産性の低下が懸念される．本研究では，メ
インタスクの途中にテキストストリームの確認を行う状況を想定し，「ユーザが重要視する目安
に基づいてテキストストリームを確認できるタイミング」を適切な確認タイミングと定義する．  
適切な確認タイミングをユーザ自身が判断するための手掛かりとなる指標を提示することによ
りモニタリング支援を行う． 
適切な確認タイミングに影響を与える要因として，貯まっている（確認前の）テキストスト

リーム量，その重要度，メインタスクの状況の 3点を考慮する．これらに関する手がかりとし
て，蓄積データ量ゲージ，重要データリスト，作業度グラフの 3種類の可視化結果をユーザに
提示する．また，明度によりユーザの注意を惹く度合いを調整する． 
20 代の工学系大学生，大学院生 12 名に試作したシステムを 5 時間利用してもらい，評価実

験を行った結果，以下の結果が得られた． 
・確認時の平均データ量について，データ量を重要視した実験協力者とそれ以外の実験協力者
では有意差が見られた． 
・確認時に重要記事が複数あった割合について，重要データの配信を重視した実験協力者とそ
れ以外の実験協力者で有意差がみられた． 
 これらの結果より，実験協力者ごとに異なる確認タイミングに応じて，提案システムは適切
な手がかりを提示できていることが確認された．  
 

(2) ベストプラクティス共有の枠組み 
コンテクスト検索エンジンにおいて，その検索履歴から有益なリソースの組合せを発見

可能なクエリを推薦する機能を，ベストプラクティス共有機能として導入した．具体的に
は，ユーザが連続して実行したクエリ対（A, B）に着目し，B についての検索結果に対す
るインタラクションの方が増加した場合にベストプラクティス候補と判断し，推薦に利用
する．推薦クエリの決定方法は，クエリ構造に基づく推薦，検索ユーザの嗜好に基づく推
薦の 2 種類を提案した．前者では，推薦の際には，入力されたクエリと A が構造的に類似
する場合に B を推薦する．後者では，クエリログからユーザの好むアイテムを推定し，ユ
ーザが入力したクエリと A の検索結果が類似し，かつ B の検索結果上位にユーザの好むア
イテムが多く含まれる場合に B を推薦する． 
また，オープンにできないデータ（ローカルデータ）も検索可能となるようにシステム

を拡張し，検索結果に基づき発見した知見のみをデータジャケットの枠組みを用いて共有
可能な仕組みも導入した． 
(1)で述べたモニタリング支援システムにおいては，ユーザごとに確認タイミングの決定基準

が質（データ量あるいは重要記事など）・量（どの程度蓄積されたときに確認するかなど）とも
に異なることから，ユーザごとに過去の確認状況を分析し，過去に確認したときと同様の状況
になったときにユーザの注意を明度変化により引き付ける機能を導入した．具体的には，前回
確認時からの経過時間が当該ユーザの平均確認間隔を越えているとき，データ蓄積量が当該ユ
ーザが確認した際の平均値を越えているときなどに，ユーザの注意を引き付けるように設定し
た．(1)で述べた実験において，提案システムによる明度変化が確認タイミングに影響を与えた
とみなせる実験協力者の存在を確認した． 
 
 



(3) ベストプラクティス共有に関する実証実験 
上記で述べたコンテクスト検索エンジンを用いて，データ分析に関する演習を複数回行い，

ベストプラクティス共有に関する実証実験を行った．以下に，実施した実証実験の一部につい
てその概要を示す． 
 
(3-1) クエリ推薦機能に関する実証実験 
 ベストプラクティス候補を収集する予備実験，クエリ推薦を行う本実験の 2回に分けて実施
した．予備実験では，工学系大学生・大学院生 15名に協力してもらい，コンテクスト検索エン
ジンを用いて 3か所の空欄を含む年表を作成してもらい，他の人に空欄にあてはまるアイテム
を回答してもらうゲーム形式の実験を行った．クイズの正解者，正解された問題作成者の両方
に得点が入るようにし，簡単すぎず，かつ誰も答えられないようなものではない，適度な難易
度の問題を作成した場合に高得点が得られるようにした．これにより，問題作成時に多様な検
索を試行する動機を与えることで，多様なベストプラクティス候補を収集することを目的とし
た． 
 本実験では，工学系大学生・大学院生 10 名に協力してもらい，コンテクスト検索エンジンを
用いて予備実験で作成したゲームに回答してもらった．この際，(2)で説明した手法によりクエ
リの推薦を行った．実験の結果，回答してもらった合計 30 問のうち，クエリ構造の類似度に基
づく推薦は 16問で推薦したクエリが利用され，ユーザの好みに基づく推薦は 6問で利用され，
クエリ推薦によるベストプラクティスの共有効果が示された． 
 
(3-2) 効率的な検索行動の共有に関する実証実験 
 本実験では，コンテクスト検索エンジンを利用した検索行動ログを分析し，クエリ生成に関
する不十分な理解や検索結果の効率的な探索方法などについて明らかにした結果から，効率的
な検索行動に関するガイドラインを作成した．作成したガイドラインの一部を以下に示す． 
・「同時期に同じ特徴的変動を示したアイテムの検索」は多数のアイテムがヒットする場合が多
いので，関心のある期間を指定して検索する方がよい 
・特徴的変動のうち，MAX と MIN をそれぞれ指定した検索結果の AND 演算は無意味 
・検索結果を詳しく確認するのは，検索結果をある程度絞り込んでからにする 
・出来事についての関連アイテムを検索する場合は，ニュース記事などでその出来事の発生時
期を確認してから検索を行う 
 
 工学系大学生・大学院生 11 名に協力してもらい，指定した新聞記事を読んでもらい，それに
関連するアイテムを発見してもらう実験，および自身の関心あるアイテムと何らかの関連があ
るアイテムを見つけてもらう実験などを行った．ガイドラインを読まずに一度実験してもらっ
た後，ガイドラインを読んでから実験を再度行ってもらった．両実験で検索行動に変化がみら
れるか分析したところ，以下の違いが観測された． 
・1クエリで検索を終える場合の割合が，47.9%から 33.3%に低下 
・複雑な検索クエリの増加：アイテムと期間を組み合わせたクエリの割合が 38%から 62%に増加 
・検索結果下位まで確認する傾向の増加 
・利用する特徴的変動の変化：MAX の多用から PEAK の多用へ．（PEAK はアイテムにつき複数回
発生しうるため，関連アイテムの発見などに有効であることが想定される．） 
 以上より，検索行動に関するベストプラクティスを共有する効果が認められる結果が得られ
た． 
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